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「もばら︵どうぶつのはし」について 
 
 

塚原 淳之介1・板倉 義尚 
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東日本高速道路株式会社関東支社市原管理事務所が管理する首都圏中央連絡自動車道には，

国内最大級のアニマル・オーバー・パス「もばら︵どうぶつのはし」が存在する．これは，道
路建設で生じる森林の分断の影響を最小限にし，動物の移動経路及び生息地の確保を目的とし
たグリーンインフラであり，長年の調査と維持管理の成果が当初の計画どおりに現れ始めてい
る先駆的事例である．本報告では，「もばら︵どうぶつのはし」の効果検証や維持管理，それ
らの取り組みを社会へアピールする試み，そして今後の課題と展望について報告する． 

 

キーワード 高速道路，グリーンインフラ，アニマル・オーバー・パス，もばら︵どうぶつのはし， 

地域性苗木 
  

 

1. はじめに 

 
2013年4月27日に開通した首都圏中央連絡自動車道東

金インターチェンジ（IC）〜木更津東IC間（以下，「圏

央道」）は，通過する地域の生物相豊かな里山空間を未

来永劫共存させていくという観点から，「動物・植物・

住居・道路が一体となった自然環境・やさしい風景との

共存」をテーマとし，産学官から構成された「首都圏中

央連絡自動車道（東金〜茂原長南）道路環境整備検討委

員会」（以下，「委員会」）にて，沿道地域の保全対策

の検討が進められた．その結果，茂原北IC〜茂原長南IC
間にある茂原第一トンネル（延長約75m，幅約45m）上

に，国内最大級のアニマル・オーバー・パス「もばら︵
どうぶつのはし」（以下，「どうぶつのはし」）が建設

された（写真-1）．現在は東日本高速道路株式会社関東

支社市原管理事務所にて，どうぶつのはしの維持管理を

行っている． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 どうぶつのはしの上空写真 

 

本報告では，どうぶつのはしの効果検証や維持管理，

それらの取り組みを社会へアピールする試み，そして今

後の課題と展望について報告する． 

 

 

2.どうぶつのはしの概要 

 

どうぶつのはしは，圏央道建設により生じる森林の分

断を最小限にし，動物の移動経路及び生息地の確保を目

的として建設された．開削された道路にトンネルを設置

し，上部に土を敷き，植樹することで将来的には周囲の

森林と連続性を持たせ，動物が身を隠しながら横断でき

る構造とした．植栽木には常緑樹であるイヌビワや落葉

樹であるエノキなどの地域性苗木を含む 371株を採用し

た．地域性苗木とは，地域に自然分布している郷土種の

うち，特に高速道路事業地周辺地域内に生育する樹木の

個体から種子を採取し，苗木に育成して郷土（高速道路

の造成地等）に帰すことにより，移入種による遺伝子の

攪乱を防ぎ，高速道路周辺地域の生物多様性の保全を図

るものとして開発・実用化されたものである 1)．どうぶ

つのはしには池を設置することで野生動物が利用可能な

水場も整備した．分断した森林との隣接部にある立入防

止柵の下部には開口部が設けられ，動物が出入りできる

よう設計した．このように，どうぶつのはしは動物の移

動経路としての機能と生息の場としての機能を有してい

る（写真-2）． 
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写真-2 どうぶつのはしの池と出入口 

 

 

3.取り組み 

 

(1)動物利用状況調査 

どうぶつのはしが実際に動物に利用されているか効果

検証のため，整備直後から長期に渡り，複数の自動撮影

装置（無人カメラ）を用いた動物の撮影と現地での痕跡

確認による動物利用実態調査を実施している．2016 年

12月～2017年 2月おいては明治大学と調査を行った 2)． 

無人カメラ調査では，両側の出入口を含む複数箇所に

カメラを設置し，撮影された画像データから哺乳類の確

認数と横断利用数のカウントを行った．横断利用につい

ては片方の出入口で撮影された後，30 分以内にもう一

方の出入口で確認された同種個体を 1とカウントした．

調査の結果，ホンドタヌキや千葉県レッドリストで「要

保護生物」に指定されるニホンアナグマ 3)など様々な動

物種の利用が確認された（写真-3）．これまでの調査に

おける動物の確認数と横断利用数を図-1に示す．整備直

後の 2014 年 12 月～2015 年 11 月の調査からすでに動物

の確認数が 617件，横断利用数が 8件と動物の利用を確 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 確認された動物の一例 

 

認した．2020年 6月以降の調査から確認数と横断利用数

が大幅に増加しており，特に確認数では 2022 年 5 月～

2023 年 4 月の 6603 件，横断利用数では 2020 年 6 月～

2021 年 4 月の 349 件と，整備直後と比べそれぞれ約 10

倍と約 43倍となっている． 

 痕跡確認調査では，任意踏査から動物の足跡や糞など

の痕跡の記録を行った．調査の結果，ニホンイノシシの

掘り起こしや食痕，ホンドタヌキのため糞が頻繁に発見

されている．2021 年と 2024 年には千葉県レッドリスト

の「一般保護生物」であるカヤネズミ 3)の巣も発見され

ており，横断だけでなく，生息地としても利用されてい

ることが判明している． 

 

(2)植物調査と草刈り 

 動物が身を隠しながら移動できる連続した樹林環境の

創出に向け，整備から 6 年が経過した 2019 年からどう

ぶつのはしの植物調査と課題の抽出，維持管理方針の策

定を毎年実施している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-1 動物の確認数と横断数利用数 
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調査を開始した 2019 年に全植樹木の育成状況把握の

ため，植栽樹木健全度調査を実施した．加えて，育成基

盤である土壌の評価をするため，土壌硬度及び酸度・電

気伝導度の測定などの土壌調査を実施した．その後の

2020 年は引き続き樹木の育成状況把握のため，樹林形

成の軸となる高木の植栽樹木であるヤマザクラとアラカ

シを対象に樹勢調査を実施した．また，どうぶつのはし

上の植物の出現種やその被覆割合（植被率）などを把握

するため，植物相調査と群落組成調査を開始した．2021

年以降は植物相調査と群落組成調査を継続して実施して

いる． 

2019年の植栽樹木健全度調査から，どうぶつのはし上

に実生由来のセンダンやクサギなど植栽樹木以外の樹木

を含む18種194株が確認され，植栽樹木の一部（ウツギ

やヤマザクラなど）の枯損や生育不良が確認された．ま

た，強雑草であるセイタカアワダチソウの繁茂やクズが

植栽樹木を被圧してる状況も確認された．土壌調査から

は生育基盤の改良の必要性について報告された．これら

の調査結果を踏まえ，課題解決の方策として植栽木の成

長を阻害する強雑草の除去などがあげられ，年2回程度

の草刈りを実施した．その結果，2020年の樹勢調査では，

ヤマザクラとアラカシが概ね良好に生育していることを

確認した．また，2020年以降の植物相調査と群落組成調

査から希少種であるタコノアシやイヌハギを含む植物の

出現種の増加や低木層と高木層の植被率の増加が確認さ

れ，植生遷移による周辺環境との一体化や樹林環境の形

成が進んでいることが示された（写真-4）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4 どうぶつのはし上の植生遷移 

 

(3)情報発信 

動物利用状況調査が行われ，当初の計画どおりに動物

の利用が確認されてはいたが，本施設を広く社会に広め

るような活動がされていない状況であった．整備から 8
年間，この施設の名称は決まっていなかった．そこで，

整備から 9 年後の 2022 年に市原管理事務所内のメンバ

ーで名称案を出し合い，投票を行った．その結果，動物

にとって命の架け橋であることを虹のアーチで表現する

とともに，未来の子供たちに，野生動物や自然環境保全

に関する学びの場として親しみをもってもらいたいとい

う思いからひらがな表記とした「もばら︵どうぶつのは

し」が選ばれた（図-2）．名称を決定する際には，建設

当時に委員会委員長を務められた東京農工大学名誉教授

亀山章氏に出席いただき，命名式を行った．2024 年に

は，公益社団法人日本道路協会発行の月刊誌道路 5月号

にて「国内最大級のアニマル・オーバー・パス『もばら

-どうぶつのはし』」4)というタイトルで記事掲載や同協

会開催の道路セミナーでの発表を実施した．また，市原

サービスエリアにて千葉県 150年記念事業百年後芸術祭
5)の案内用パネル展示と併せて，高速道路の 100 年後の

ありようとして，豊かな自然と高速道路の共存をテーマ

にお客様への広報を実施した（写真-5）． 

 

 

 

図-2 どうぶつのはしロゴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-5 市原サービスエリアパネル展示 

 

 

4.今後の課題と展望 

 

継続的な調査と評価，状況に応じた維持管理作業の

結果，建設当時の想定どおり，周辺環境と連続した樹林

環境形成が進んでいること，動物の移動経路や生息の場

として利用されていることがわかった．この状況を踏ま

え，今後の課題と展望を以下に記す． 

 

(1)樹林形成に向けた管理 

 草刈りを継続しているが，未だに強雑草であるセイタ

カアワダチソウやクズの根絶が引き続きの課題である．

除草剤散布など除草作業のコスト削減手法を検討しなが

ら進めていく予定である．また，現時点では動物が身を

隠しながら移動できる連続した樹林環境の創出を目標と

しているが，高木で覆われた箇所や乾いた草地の箇所，

湿潤な草地の箇所など，どうぶつのはし内で，多様な環
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境が形成されつつある状況である．動物利用状況調査の

結果と植生の調査を併せた解析を進め，目標形の再設定

も視野に入れながら，順応的な維持管理をしていきたい

と考えている． 

 

(2)更なる調査 

 動物の利用は確認できたが，どうぶつのはしがその動

物種の生態や地域全体の生態系に与えている影響が不明

である．今後，地域環境も含めたマクロスケールな視点

での調査を行い，評価していく必要があると考えている．

また，ロードキル発生低減の効果について定量的な調査

や評価を実施できていない．今後，本施設があることで，

環境保全だけでなく高速道路の安全性にも貢献できるこ

とを示していきたい． 

 

(3)有害鳥獣対策との調整 

千葉県では毎年数億円規模の野生鳥獣による農作物被

害が出ており，2023 年は 330,422 千円 6)と算出された．

特に被害が深刻なイノシシなどは管理に関する計画 7)が

策定されている．また，特定外来生物であるアライグマ

やキョンなどは最終的な完全排除を目標とし，防除実施

計画 8)9)が策定されている．どうぶつのはしが所在する

千葉県茂原市においても，イノシシやハクビシン，アラ

イグマなどを対象に茂原市鳥獣被害防止計画 10)が策定さ

れ，地元猟友会などの関係機関と連携した捕獲活動が実

施されている．こうした有害鳥獣対策が取り組まれてい

る中，どうぶつのはしでは計画対象とされる動物種が多

数確認されている状況であり，地域の中での本施設の役

割や目的を明確にしていく必要がある．今後，県や市，

地元猟友会など地域の方々に対して改めてどうぶつのは

しの概要説明や周辺地域における課題抽出を行い，相互

利益となる関係構築に向けた調整を行う予定である．将

来的にはどうぶつのはしの取り組みを地域の方々と協働

できる形にし，地域コミュニティや教育の場を創造した

いと考えている． 

 

 

5.おわりに 

 

どうぶつのはしの取り組みはグリーンインフラ整備・

維持管理の先駆的事例である．継続的なモニタリングと

順応的な維持管理の成果が当初の計画どおりに現れ始め，

その過程の記録や最新の知見が現在も蓄積されている数

少ないケースであると考えている．現在，自然環境は地

球で人間が生存していく上で必要不可欠な基盤であるこ

とが認識され，ネイチャーポジティブやカーボンニュー

トラルが世界的な潮流となっている．自然環境と人間の

生活との共存を実現していく上で，両者のバランスを持

続可能な範囲で保つことが重要であると考える．どうぶ

つのはしの維持管理や情報発信を通して，自然環境と道

路との持続可能な共存の在り方を示していくことで，今

後の新たな道路整備・維持管理のモデルの一つとしてグ

リーンインフラ推進に貢献ができると考えている．また，

道路だけでなく，その他の分野においても自然環境との

共存の可能性を感じてもらうきっかけを作り，持続可能

な社会の実現の一助となるよう取り組みを継続したい． 
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